
人気温泉旅館ホテル選限定企画
シ
ェ
フ
が
目
の
前
で
調
理

料
理
・
食
事

旬
を
味
わ
う
磯
会
席
料
理

料
理
・
食
事

創
業

年
以
上
の
老
舗

歴
史
文
化


の
お
も
て
な
し
を
用
意

接
客
・
サ
ー
ビ
ス

ヘ
ル
ス
ク
ラ
ブ
で
健
康
増
進

健
康
の
旅

飛
騨
の
家
具
を
使
っ
た
客
室

温
泉
・
客
室

別
邸「
松
乃
碧
」を
オ
ー
プ
ン

接
客
・
サ
ー
ビ
ス

緑
の
中
で
湯
遊
び
を
満
喫

温
泉
・
浴
場

世
代
を
超
え
て
人
気
の
バ
イ
キ
ン
グ

　
長
野
県
茅
野
市
の
「
白
樺

リ
ゾ
ー
ト
池
の
平
ホ
テ
ル
」

（
矢
島
義
擴
社
長
）
の
夕
食

バ
イ
キ
ン
グ
で
は
、
和
食
、

洋
食
、
中
華
、
エ
ス
ニ
ッ
ク

の

種
類
の
メ
ニ
ュ
ー
を
味

わ
え
る
。
シ
ェ
フ
が
目
の
前

で
調
理
し
て
く
れ
る
オ
ー
プ

ン
キ
ッ
チ
ン
で
料
理
を
提

供
。
子
供
か
ら
大
人
ま
で
世

代
を
超
え
て
人
気
だ
。

　
お
勧
め
は
、
新
鮮
な
食
材

を
使
っ
た
握
り
た
て
の
寿

司
、
焼
き
立
て
の
ジ
ュ
ー
シ

ー
な
牛
ス
テ
ー
キ
、
旬
の
食

材
の
揚
げ
た
て
の
天
ぷ
ら
な

ど
。
他
に
も
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
や

デ
ザ
ー
ト
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
も
思
う
存
分
楽
し
め
る
。

　
通
年
通
し
て

種
類
の
世

界
の
料
理
を
堪
能
で
き
る

が
、
さ
ら
に
９

月
１
日
か
ら


月

日
ま
で
は

和
洋
中
の
料
理

長
が
こ
だ
わ
っ

て
作
り
上
げ
た

逸
品
を
一
品
選

べ
る
。
和
食
は

松
茸
の
土
瓶
蒸

し
、
洋
食
は
フ

ォ
ア
グ
ラ
丼
、

中
華
は
海
鮮
蒸

し
特
製
ソ
ー
ス

掛
け
な
ど
、
ど

れ
も
通
常
の
バ

イ
キ
ン
グ
で
は
食
べ
ら
れ
な

い
よ
う
な
料
理
だ
。

　
▽
白
樺
リ
ゾ
ー
ト
池
の
平

ホ
テ
ル
は
長
野
県
茅
野
市
北

山
白
樺
湖
。
☎
０
２
６
６

（
６
８
）
２
１
０
０
。http:

//hotel.ikenotaira-resort.co.
jp/

「
銀
水
の
味
」
が
堪
能
で
き
る
料
理

　
稲
取
銀
水
荘
（
加
藤
昌
利

社
長
）
の
料
理
は
、
金
目
鯛

の
煮
付
や
お
造
り
を
は
じ
め

と
す
る
稲
取
な
ら
で
は
の
旬

の
食
材
を
味
わ
う
磯
会
席
料

理
が
メ
イ
ン
だ
。
伝
統
を
守

り
な
が
ら
も
新
し
い
味
を
求

め
続
け
る
「
銀
水
の
味
」
が

旅
行
者
を
魅
了
し
て
い
る
。

　
自
慢
の
一
品
が
「
金
目
鯛

の
煮
付
」
。
金
目
鯛
の
旨
み

と
伝
統
の
味
付
け
は
、
一
度

口
に
す
れ
ば
虜
に
な
る
味
わ

い
。
煮
汁
は
黒
く
て
も
く
ど

く
な
く
、
酒
も
、
飯
も
す
す

む
味
に
仕
上
げ
て
い
る
。

　
子
ど
も
か
ら
ご
年
配
の
方

ま
で
人
気
の
一
品
が
、
銀
水

伝
統
の
「
ク
リ
ー
ム
ス
ー

プ
」。「
会
席
な
の
に
な
ぜ
」

と
驚
く
宿
泊
客
も
多
い
が
、

う
ら
ご
し
半

日
、
な
め
ら
か

な
口
当
た
り
、

こ
く
の
あ
る
味

わ
い
に
フ
ァ
ン

が
多
い
。

　
イ
セ
エ
ビ
、

ア
ワ
ビ
、
サ
ザ

エ
、
当
日
仕
入

れ
の
地
魚
な
ど

を
使
っ
た
旬
の

料
理
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
清
酒
も

提
供
。
食
事
会

場
は
旅
行
プ
ラ

ン
に
応
じ
て
部
屋
食
、
食
事

処
、
宴
会
場
を
提
案
す
る
。

　
▽
稲
取
銀
水
荘
は
静
岡
県

賀
茂
郡
東
伊
豆
町
稲
取
１
６

２
４
の
１
。
☎
０
５
５
７

（
９
５
）
２
２
１
１
。http:

//www.inatori-ginsuiso.jp/

旧
家
の
蔵
を
再
利
用
し
た「
蔵
の
湯
」

　
鵜
飼
で
有
名
な
岐
阜
長
良

川
温
泉
。
十
八
楼
（
伊
藤
善

男
社
長
）
は
長
良
川
の
河
畔

に
建
ち
、
鵜
飼
と
温
泉
を
楽

し
む
宿
泊
客
で
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
て
い
る
。

　
創
業
は
江
戸
時
代
末
期
の

万
延
元
年
（
１
８
６
０
）
。

屋
号
は
松
尾
芭
蕉
が
岐
阜
来

遊
時
に
夏
の
鵜
飼
の
様
子
を

詠
ん
だ
「
十
八
楼
の
記
」
に

ち
な
む
。
１
５
０
年
以
上
の

長
い
伝
統
を
誇
る
老
舗
旅
館

で
、
伊
藤
社
長
は
８
代
目
に

当
た
る
。

　
十
八
楼
は
、
老
舗
の
伝
統

を
守
り
つ
つ
、
新
た
な
時
代

を
迎
え
る
に
当
た
り
、
創
業

１
５
０
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
２
０
１
２
年
、
旧
家

の
蔵
を
再
利
用
し
た
「
蔵
の

湯
」
を
オ
ー
プ

ン
。

年
５
月

に
は
、
蔵
の
湯

と
露
天
風
呂
、

展
望
内
風
呂
を

備
え
た
「
お
湯

処『
川
の
瀬
』」

を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し

た
。

　

年
か
ら
宿

泊
客
限
定
で
毎

日
開
催
し
て
い

る
「
川
原
町
散

策
ミ
ニ
ツ
ア

ー
」
は
、
宿
周
辺
の
古
い
町

並
み
と
相
ま
っ
て
、
束
の
間

の
タ
イ
ム
ト
リ
ッ
プ
を
味
わ

え
る
。

　
▽
十
八
楼
は
岐
阜
県
岐
阜

市
湊
町

。
☎
０
５
８
（
２

６
５
）１
５
５
１
。http://w

ww.18rou.com/

き
め
細
や
か
な
心
配
り

　
「
本
陣
平
野
屋
花
兆
庵
」

（
有
巣
秀
司
社
長
）
は
、
飛

騨
の
小
京
都
、
高
山
の
中
心

に
建
つ
古
都
の
風
情
あ
ふ
れ

る
宿
。

の
部
屋
に

人
の

お
も
て
な
し
ス
タ
ッ
フ
で
対

応
。
き
め
細
や
か
な
心
配
り

で
上
質
な
大
人
の
宿
の
ひ
と

と
き
を
楽
し
め
る
。

　
同
館
で
は
１
０
０
の
お
も

て
な
し
を
用
意
。
そ
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
夕
食
は
事
前
に

予
約
す
る
と
客
室
か
料
亭
か

好
き
な
場
所
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。
苦
手
な
食
材
や
ア

レ
ル
ギ
ー
食
材
も
で
き
る
か

ぎ
り
対
応
す
る
。

　
Ｊ
Ｒ
や
高
速
バ
ス
利
用
者

向
け
に
は
到
着
時
間
に
合
わ

せ
て
、
Ｊ
Ｒ
高
山
駅
、
高
山

バ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
で
迎
え
に

行
く
。
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
前
の

時
間
の
迎
え
や
、
荷
物
だ
け

の
お
預
か
り
に
も
対
応
。
翌

日
の
荷
物
預
か
り
も
し
て
お

り
、
同
館
か
ら

徒
歩
１
分
で
行

け
る
高
山
陣
屋

や
古
都
を
到
着

か
ら
出
発
ま
で

ゆ
っ
く
り
と
観

光
で
き
る
。

　
マ
イ
カ
ー
の

預
か
り
や
、
朝

食
後
も
布
団
を

上
げ
な
い
サ
ー

ビ
ス
な
ど
も
好
評
。

　
料
理
は
、
飛
騨
の
旬
の
野

菜
と
産
地
直
送
の
海
の
幸
を

組
み
合
わ
せ
た
献
立
。
献
立

は
季
節
に
こ
だ
わ
り
ひ
と
月

ご
と
に
変
わ
る
。

　
▽
本
陣
平
野
屋
花
兆
庵
は

岐
阜
県
高
山
市
本
町
１
の


。
☎
０
５
７
７
（
３
４
）

１
２
３
４
。http://www.hon

jinhiranoya.com/

運
動
療
法
の
様
子

「
す
い
め
い
ヘ
ル
ス
ク
ラ
ブ
」
室
内
温
泉

プ
ー
ル

　
岐
阜
県
下
呂
温
泉
の
飛
騨

川
沿
い
に
建
つ
温
泉
リ
ゾ
ー

ト
旅
館
、
水
明
館
（
瀧
康
洋

社
長
）
。
能
舞
台
や
横
山
大

観
ら
日
本
画
家
の
巨
匠
た
ち

の
作
品
が
飾
ら
れ
た
画
廊
、

情
緒
あ
る
日
本
庭
園
な
ど
風

格
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
館
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

「
す
い
め
い
ヘ
ル
ス
ク
ラ

ブ
」
が
厚
生
労
働
省
の
指
定

運
動
療
法
施
設
に
認
定
さ

れ
、
６
月
か
ら
業
務
を
開
始

し
た
。

　
「
す
い
め
い
ヘ
ル
ス
ク
ラ

ブ
」
は
、
２
０
０
５
年
に
運

動
型
健
康
増
進
施
設
に
認
定

さ
れ
て
お
り
、
今
回
ワ
ン
ラ

ン
ク
上
の
指
定
運
動
療
法
施

設
と
な
っ
た
。
指
定
運
動
療

法
施
設
で
は
、
医
師
の
処
方

箋
に
基
づ
い
た
運
動
療
法
を

受
け
る
と
、
か
か
っ
た
費
用

が
医
療
費
控
除

の
対
象
と
な

る
。
対
象
は
高

血
圧
や
糖
尿
病

な
ど
生
活
習
慣

病
患
者
。
同
施

設
の
提
携
医
師

の
診
断
を
受

け
、
交
付
さ
れ

た
処
方
箋
を
同

施
設
に
提
出
。

健
康
運
動
指
導

士
が
作
成
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
に

沿
っ
て
、
プ
ー
ル
や
ジ
ム
で

運
動
療
法
に
取
り
組
む
。
費

用
は
、
通
常
の
医
療
費
や
入

院
費
に
合
算
で
き
、
年
間


万
円
を
超
え
る
と
控
除
の
対

象
と
な
る
。

　
運
動
療
法
料
金
は
、
一
般

利
用
者
は
２
万
円
で

回
利

用
が
セ
ッ
ト
。
す
い
め
い
ヘ

ル
ス
ク
ラ
ブ
会
員
は
、
Ａ
チ

ケ
ッ
ト
５
千
円
（
プ
ー
ル
と

温
泉
入
浴
）
、
Ｂ
チ
ケ
ッ
ト

７
５
０
０
円
（
プ
ー
ル
、
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
ジ

ム
と
温
泉
入

浴
）
で
、
と
も

に

枚
綴
り
を

用
意
。
す
い
め

い
ヘ
ル
ス
ク
ラ

ブ
会
員
は
別
途

年
会
費
１
万
円

が
か
か
る
。

　
少
子
高
齢
化

の
中
、
健
康
へ

の
関
心
は
高

い
。
温
泉
と
と

も
に
予
防
医
療

の
貢
献
を
目
指
す
。

　
温
泉
は
、
３
カ
所
の
大
浴

場
で
湯
巡
り
が
楽
し
め
る
。

日
本
三
名
泉
で
あ
る
下
呂
温

泉
を
心
ゆ
く
ま
ま
に
堪
能
で

き
る
。

　
山
水
閣
の
内
風
呂
付
き
野

天
風
呂
、
飛
泉
閣
の
展
望
大

浴
場
、
臨
川
閣
で
は
１
２
０

平
方
㍍
の
檜
の
大
浴
場
と
、

そ
れ
ぞ
れ
趣
の
あ
る
浴
場
で

楽
し
め
る
。
飛
泉
閣
と
臨
川

閣
の
大
浴
場
は
、
男
女
と
も

風
呂
の
大
き
さ
は
同
じ
。
展

望
大
浴
場
は

時
間
利
用
で

き
る
の
も
嬉
し
い
。

　
山
水
閣
、
臨
川
閣
、
青
嵐

荘
は
全
室
、
温
泉
を
利
用
し

た
内
風
呂
が
楽
し
め
る
。
臨

川
閣
、
青
嵐
荘
の
浴
槽
は
高

野
槙
を
使
用
。
露
天
風
呂
付

き
客
室
も
あ
る
。

　
▽
水
明
館
は
岐
阜
県
下
呂

市
幸
田
１
２
６
８
。
☎
０
５

７
６
（
２
５
）
２
８
０
０
。

http://www.suimeikan.co.j
p/

飛
騨
家
具
を
用
い
た
客
室

壺
風
呂

　
ひ
だ
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
（
井

ノ
下
雄
志
社
長
）
は
ミ
シ
ュ

ラ
ン
ガ
イ
ド
３
つ
星
に
輝
い

た
観
光
地
、
飛
騨
高
山
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
ホ
テ
ル
と
い
え

る
。
古
い
街
並
み
や
高
山
陣

屋
な
ど
の
主
要
ス
ポ
ッ
ト
に

も
近
く
、
観
光
に
す
こ
ぶ
る

便
利
だ
。

　
源
泉
「
飛
天
の
湯
」
は
市

街
地
の
な
か
で
は
豊
富
な
湯

量
を
誇
る
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩

化
物
泉
は
〝
美
人
の
湯
〟
と

し
て
、
特
に
女
性
客
に
喜
ば

れ
て
い
る
。

　
喜
多
館
９
階
に
は
飛
騨
の

山
並
み
を
一
望
で
き
る
展
望

風
呂
や
露
天
風
呂
が
あ
る
。

さ
ら
に
屋
上
に
は
開
放
的
な

ジ
ャ
グ
ジ
ー
風
呂
、
壺
風
呂

（
陶
器
風
呂
）
も
。
壺
風
呂

は
天
然
温
泉
を
ゆ
っ
た
り
と

独
り
占
め
で
き
る
と
あ
っ

て
、
宿
泊
客
に
人
気
だ
。

「
特
に
冬
の
澄
み
切
っ
た
夜

空
に
輝
く
星
空
は
至
極
の
夜

空
」
と
い
い
、
贅
沢
な
気
分

に
さ
せ
て
く
れ
る
。

　
東
館
地
下
１
階
は
畳
敷
き

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
で
、

飛
騨
の
お
も
て
な
し
の
な
せ

る
心
遣
い
だ
。

　
飛
騨
高
山
と

い
え
ば
「
飛
騨

家
具
」
で
も
有

名
で
、
そ
の
ブ

ラ
ン
ド
力
は
高

い
。
日
本
国
内

で
は
家
具
の
五

大
産
地（
旭
川
、

静
岡
、
府
中
、

大
川
、
飛
騨
）

が
あ
る
と
さ
れ

る
。

　
飛
騨
高
山
は

昔
か
ら
椅
子
な

ど
の
脚
物
を
作

っ
て
い
た
。
脚

物
は
家
具
の
中
で
も
作
る
の

が
難
し
い
と
さ
れ
、
高
い
技

術
が
必
要
と
な
る
。
飛
騨
高

山
の
家
具
の
質
の
高
さ
は
こ

う
し
た
裏
付
け
が
あ
る
。

　
ひ
だ
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
で
は

飛
騨
高
山
の
家
具
を
客
室
は

も
ち
ろ
ん
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス

ペ
ー
ス
の
全
て
の
家
具
に
飛

騨
ブ
ラ
ン
ド
を
用
い
、
そ
の

良
さ
を
宿
泊
客
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
る
。
「
地
域
に
貢
献

し
た
い
」
と
い
う
姿
勢
の
表

れ
だ
。

　
客
室
で
は
市
内
の
家
具
メ

ー
カ
ー
の
家
具
調
度
品
を
贅

沢
に
使
っ
て
い
る
。
「
１
０

０
年
か
か
っ
て
育
っ
た
も
の

は
、
１
０
０
年
使
え
る
も
の

に
」
と
い
う
理
念
で
作
ら
れ

た
本
物
の
家
具
が
宿
泊
客
の

心
を
癒
す
。

　
▽
ひ
だ
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
は

岐
阜
県
高
山
市
花
岡
町
２
の


。
☎
０
５
７
７
（
３
３
）

４
６
０
０
。http://hida-hote

lplaza.co.jp/

波
穏
や
か
な
七
尾
湾
に
佇
む
加
賀
屋

松
乃
碧
・
加
賀
藩
前
田
家
ゆ
か
り
の
茶
室

　
石
川
県
・
和
倉
温
泉
の
加

賀
屋
（
小
田
與
之
彦
社
長
）

は
明
治

年
創
業
。
屋
号
に

は
創
業
者
の
小
田
與
吉
郎
氏

が
加
賀
・
津
幡
の
出
身
で
あ

る
こ
と
と
、
天
下
に
響
く
雄

藩
加
賀
百
万
石
の
よ
う
に
、

大
き
く
飛
躍
し
た
い
と
の
願

い
を
込
め
て
い
る
。

　
加
賀
屋
の
お
も
て
な
し
の

心
は
、
「
い
つ
も
お
客
さ
ま

の
満
足
を
第
一
に
考
え
、
働

い
た
」
と
い
う
先
代
女
将
の

小
田
孝
さ
ん
（
故
人
）
の
精

神
か
ら
生
ま
れ
た
。
小
さ
な

気
配
り
、
心
配
り
を
基
本
に

し
た
客
室
係
の
サ
ー
ビ
ス
。

今
は
ど
こ
で
も
見
ら
れ
る
習

慣
、
女
将
た
ち
に
よ
る
あ
い

さ
つ
ま
わ
り
は
、
こ
こ
加
賀

屋
で
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ

る
。

　
「
小
田
孝
は

お
客
さ
ま
に
は

『
で
き
ま
せ

ん
』
と
は
言
わ

な
い
よ
う
に
し

て
、
一
人
ひ
と

り
の
お
客
さ
ま

と
真
剣
勝
負
を

す
る
つ
も
り

で
、
サ
ー
ビ
ス

に
あ
た
っ
た
」

（
同
館
）
。
そ

の
心
は
今
も
受

け
継
が
れ
て
い

る
。

　
加
賀
屋
の
四
つ
の
棟
の
う

ち
、
「
雪
月
花
」
に
特
選
階

（

～

階
）
を
設
け
た
。

部
屋
食
の
サ
ー
ビ
ス
に
こ
だ

わ
り
、
窓
際
に
ダ
イ
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
を
設
置
し
食
事
ス
ペ

ー
ス
を
分
離
さ
せ
て
い
る
。

　
そ
の
加
賀
屋
の
別
邸
と
し

て
昨
秋
オ
ー
プ
ン
し
た
の

が
、「
松
乃
碧
」

だ
。
「
大
人
の

宿
、
美
術
館
に

泊
ま
る
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
と
し

て
お
り
、
七
尾

湾
や
茶
室
庭
園

を
望
み
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
と
し

た
時
間
を
過
ご

せ
る
。

　
館
名
の「
松
」

は
、
別
邸
と
い

う
位
置
づ
け
で

あ
り
、
最
も
位

の
高
い
木
で
あ

る
こ
と
か
ら
由
来
。
玄
関
口

に
は
、
昭
和
天
皇
お
手
植
え

の
松
も
あ
る
。
「
碧
」
は
、

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ

た
能
登
の
自
然
の
豊
か
さ

を
、
こ
の
１
字
を
使
っ
て
表

現
し
た
。

　
館
内
に
は
輪
島
塗
、
九
谷

焼
な
ど
地
元
伝
統
工
芸
品
を

散
り
ば
め
、
大
人
の
時
間
を

細
や
か
に
演
出
。

あ
る
客

室
は
す
べ
て
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ

ュ
ー
。
寛
ぎ
と
癒
し
の
空
間

で
「
和
」
を
残
し
な
が
ら
現

代
的
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
ベ

ッ
ド
と
ソ
フ
ァ
を
備
え
た
。

上
質
な
ア
メ
ニ
テ
ィ
を
多
数

そ
ろ
え
、
お
も
て
な
し
と
機

能
性
を
兼
備
し
た
。

　
▽
加
賀
屋
は
石
川
県
七
尾

市
和
倉
町
ヨ
部

番
地
。
☎

０
７
６
７
（
６
２
）
１
１
１

１
。http://www.kagaya.co.j

p/

大
浴
場
の
露
天
風
呂
　
石
風
呂

大
浴
場
の
露
天
風
呂
　
檜
風
呂

　
松
園
荘
保
津
川
亭
（
奥
村

昌
信
社
長
）
は
、
京
都
の
奥

座
敷
、
湯
の
花
温
泉
に
あ
る

和
風
旅
館
。
「
兼
愛
交
利

（
け
ん
あ
い
こ
う
り
）
」
を

掲
げ
た
、
お
も
て
な
し
で
、

リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
。

　
自
慢
の
温
泉
は

年
に
完

成
し
た
大
浴
場
棟
「
湯
遊
び

処
」
で
満
喫
で
き
る
。
コ
ン

セ
プ
ト
は
、
「
緑
の
中
の
湯

遊
び
処
」
。
敷
地
面
積
は
、

１
５
６
９
・
３
５
平
方
㍍
。

同
旅
館
の
敷
地
内
に
あ
る
里

山
部
分
の
一
部
を
活
用
し

た
。
　

　
２
階
建
て
で
、１
階
に
は
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
タ
イ
プ
の
家

族
風
呂
と
エ
ス
テ
ル
ー
ム
。

２
階
に
は
、
大
浴
場
、
露
天

風
呂
、
ミ
ス
ト

サ
ウ
ナ
、薬
湯
、

足
湯
、能
舞
台
、

湯
上
り
処
を
用

意
。
自
然
の
中

で
温
泉
を
満
喫

で
き
る
。
身
体

へ
の
負
担
が
少

な
い
ミ
ス
ト
サ

ウ
ナ
や
、
薬
湯

風
呂
に
は
備
長

炭
と
麦
飯
石
を

採
用
す
る
な
ど

健
康
志
向
に
も

応
え
た
。

　
大
浴
場
「
大

黒
の
湯
」
は
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
大
き
な
浴

槽
と
、
ス
パ
感
覚
の
多
彩
な

ジ
ャ
グ
ジ
ー
バ
ス
が
特
徴
。

男
女
の
浴
場
と
も
に
主
浴
槽

に
加
え
、
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
が

あ
り
、
さ
ら
に
男
性
大
浴
場

に
は
バ
イ
ブ
ロ
バ
ス
、
女
性

大
浴
場
に
は
ミ

ル
キ
ー
バ
ス
が

あ
る
。
浴
室
と

浴
槽
に
は
御
影

石
を
使
い
、
床

に
は
水
切
れ
の

よ
い
磁
器
質
タ

イ
ル
が
敷
か
れ

て
い
る
。

　
露
天
風
呂

は
、
男
女
そ
れ

ぞ
れ
庭
も
含
め

約
４
０
０
平
方

㍍
。
庭
に
高
さ

５
㍍
、
幅

㍍

の
大
滝
が
配
さ

れ
、
水
し
ぶ
き

と
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
楽
し
め

る
。
御
影
石
の
石
風
呂
や
檜

風
呂
、
薬
湯
が
あ
る
。
ミ
ス

ト
サ
ウ
ナ
は
洋
風
で
、
ル
ー

ム
内
に
噴
水
も
あ
る
。

　
家
族
風
呂
は
２
タ
イ
プ
あ

る
。
洋
風
の
「
ほ
っ
こ
り
」

は
広
さ

平
方
㍍
。
和
風

「
和
み
」は
広
さ

平
方
㍍
。

そ
れ
ぞ
れ
、
内
湯
と
露
天
風

呂
が
あ
る
。

　
湯
上
り
処
は
、
木
を
基
調

と
し
た
ぬ
く
も
り
の
あ
る
空

間
。日
本
の
伝
統
芸
能「
能
」

や
「
歌
舞
伎
」
の
雰
囲
気
を

楽
し
め
る
本
格
的
な
能
舞
台

が
あ
る
。
舞
台
の
ま
わ
り
に

は
、
一
度
に
８
人
が
利
用
で

き
る
足
湯
も
あ
る
。

　
▽
松
園
荘
保
津
川
亭
は
京

都
府
亀
岡
市
湯
の
花
温
泉
。

☎
０
７
７
１
（
２
２
）
０
９

０
３
。http://www.syoenso.

com/

（１３） 第２８５７号第３種郵便物認可２０１６年（平成２８年）８月２０日（土曜日）

http://hotel.ikenotaira-resort.co.jp/
http://www.inatori-ginsuiso.jp/
http://www.18rou.com/
http://www.honjinhiranoya.com/
http://www.suimeikan.co.jp/
http://www.hida-hotelplaza.co.jp/
http://www.kagaya.co.jp/
http://www.syoenso.com/

